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令和 8年 2月 1日令和 8年 2月 1日

No.177

■日 時　2月 8日 (日 ) 午後2時～4時
■場 所　市民会館公民館 第４・５集会室

【講　師】寺島 絵里花 氏
　　　　　　（日本メディアリテラシー協会代表理事）

【対　象】市内在住・在勤・在学の方
【定　員】50 人 ※要申込み
【申込み】受付中。
　　　　   オンライン申請または、
　　　　　 午前９時～午後５時の間に公民館松林分館
　　　　　 ☎ 552-3624 へ。
※当日手話通訳・保育あり

　私たちの身の回りにあふれている多くの情報から、その情報は信じて大丈夫かどう
かを見分けるヒントや、インターネット・ ＳＮＳ等でのトラブルを回避する方法を学び、
男女に関する様々な情報をどう活用していくか 一緒に考えてみませんか。

寺島絵里花氏

オンライン申請は
こちらから

公民館
ホームページ

昨年度の様子

　男女共同参画講演会・
　男女共同参画パネル展
　
目指せ デジタルシニア！

公民館講座のご案内
　　　　　

みんなが自分らしく生きるために

～メディアとのつきあい方～

男女共同参画講演会



令和 8年 2月 1日No.177

同
時
開
催

　

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、そ

れ
ぞ
れ
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
現
状
を
知
っ
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、独
立
行
政

法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
か
ら
借
用

し
た『
男
女
共
同
参
画
統
計
学
習
パ

ネ
ル
』を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】１
月
30
日（
金
）〜
２
月
10
日

（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
10
時

（
月
曜
日
休
館
・
最
終
日
は
午
後
５

時
ま
で
）

【
場
所
】市
民
会
館
公
民
館
展
示
ス

ペ
ー
ス  ※

申
込
み
不
要

【
問
合
せ
】公
民
館
松
林
分
館　

☎
５

５
２-

３
６
２
４

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

昨年度の展示パネル

◆
本
館
コ
ー
ス
（
受
講
者
数 

14
名
）

　
【
講
師
】
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
援
機
構
：
市
川
貢
氏
ほ

か
サ
ポ
ー
タ
ー
５
名

 

○
講
座
の
様
子

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
第
５
回
目
に
14
名

の
参
加
者
が
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
さ
く
ら
会
館
を
中
心
に
近
所
へ
撮
影

に
行
き
ま
し
た
。Ｓ
＆
Ｄ
た
ま
ぐ
ー
福
生

中
央
図
書
館
や
茶
室
福
庵
周
辺
、
牛
浜
駅

周
辺
、
福
生
公
園
や
福
生
第
三
小
学
校
周

辺
、
そ
し
て
国
道
16
号
沿
い
の
街
並
み
を

撮
影
し
ま
し
た
。
写
真
を
加
工
し
て
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
共
有
す
る
な
ど
、
ス
マ
ホ
ス
キ
ル

の
向
上
を
実
感
し
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
声

・
楽
し
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
お
隣
の
方
の
疑
問
は
私
の
疑
問
で
し

た
。
同
年
代
の
学
習
は
自
然
で
良
か
っ
た

で
す
。

・
先
生
方
の
指
導
が
優
し
く
丁
寧
で
し

た
。

・
ま
た
機
会
が

あ
り
ま
し
た

ら
参
加
し
た

い
で
す
。

◆
松
林
コ
ー
ス
（
受
講
者
数
6
名
）

【
講
師
】
東
京
ス
マ
ホ
研
究
会
シ
ニ
ア
IT

ア
ド
バ
イ
ザ
ー:

佐
藤
弥
子
氏

 

○
講
座
の
様
子

　
「
福
生
の
変
わ
り
ゆ
く
街
並
み
を
残
そ

う
」を
目
的
に
、一
般
都
道
249
号
福
生
青
梅

線（
通
称
：
産
業
道
路
）の
延
長
工
事
、富

士
見
通
り
の
拡
幅
工
事
、東
福
生
駅
等
、こ

れ
か
ら
変
わ
る
福
生
の
街
の
姿
を
カ
メ
ラ

に
収
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、参
加

者
は
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
使
い
、和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
く
、撮
影
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

○
参
加
者
の
声

・
知
ら
な
か
っ
た
事
が
わ
か
る
時
の
喜
び

を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

・
継
続
し
て
受
講
し
た
い
。

・
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
初
歩
か
ら
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

・
親
切
で
丁
寧
な
講
師
の
お
か
げ
で
楽
し

い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

◆
白
梅
コ
ー
ス
（
受
講
者
数
12
名
）

【
学
習
支
援
】原
好
雄
氏（
写
真
愛
好
家
）

ほ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
３
名

 

○
講
座
の
様
子

　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
便
利

な
機
能
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
自
由
に
写
真
を
撮
っ
て
み
た

後
、
景
色
を
三
分
割
で
捉
え
る
な
ど
の
撮

影
の
コ
ツ
を
聞
き
、
景
観
重
要
資
源
の
熊

川
分
水
や
庭
先
の
大
松
な
ど
各
々
が
気
に

な
る
景
色
の
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
熊
川

神
社
や
石
川
酒
造
ま
で
行
き
ま
し
た
。
歩

い
て
出
か
け
て
み
る
こ
と
で
、
改
め
て
歴

史
あ
る
わ
が
街
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
声

・
ス
マ
ホ
に
す
ご
い
情
報
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

・
ス
マ
ホ
の
色
々
な
機
能
に
つ
い
て
の
理
解

が
進
み
ま
し
た
。
今
回
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ

が
写
真
で
し
た
が
、
基
礎
編
で
学
習
し
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
み
を
取
り
上
げ
て
も
知
ら
な

い
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
今
後
と

も
色
々
な
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
て
、

講
座
を
継
続
し
て

開
催
願
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
〜
メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ
い
方
〜
」
と

題
し
、
男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
公
民
館

と
協
働
推
進
課
が
共
催
で
２
月
８
日
に
開

催
し
ま
す
。

　

開
催
に
向
け
て
、
福
生
市
が
発
行
し
て

い
る
「
福
生
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

（
第
６
期
）」
よ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
に

あ
る
“メ
デ
ィ
ア„
に
つ
い
て
福
生
市
の

現
状
に
も
触
れ
な
が
ら
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
４
つ
の
主
要
課
題
が
設
定

さ
れ
、
そ
の
内
の
主
要
課
題
第
１
「
男
女

共
同
参
画
社
会
形
成
へ
の
意
識
づ
く
り
等

の
推
進
」
の
具
体
的
な
取
組
の
主
要
事
業

と
し
て
、

①
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
啓
発

②
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
の
発
行

③
男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ
た
市
刊
行
物

　

発
行
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及

④
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
普
及
・
啓
発

⑤
法
律
や
制
度
の
理
解
の
促
進

⑥
行
動
計
画
の
周
知

を
挙
げ
て
お
り
、
今
年
度
の
講
演
会
で
の

テ
ー
マ
と
し
た
他
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
市
民
の
意
識
を
深
め
理
解
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

上
段
の
円
グ
ラ
フ
は
令
和
６
年
度
の
男

女
共
同
参
画
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
作
成
し
た
も
の
で
、
参
加
者
の
「
男
女

共
同
参
画
」
に
対
す
る
認
知
度
や
意
識
の

変
化
が
伺
え
ま
す
。

　

本
誌
に
よ
り
、
関
心
の
高
い
方
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ま
だ
知
ら
な
い
市
民
の
皆

様
に
も
本
事
業
の
周
知
や
参
加
を
促
す
こ

と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
な
ど
デ
ジ
タ

ル
社
会
が
発
達
し
、
膨
大
な
情
報
が
あ
ふ

れ
る
現
代
社
会
で
、
ど
う
す
れ
ば
必
要
な

情
報
と
出
会
え
る
の
か
、
み
ん
な
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
情
報
と
は

何
か
、
主
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ

い
方
を
知
る
た
め
、
ぜ
ひ
男
女
共
同
参
画

講
演
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

①
メ
デ
ィ
ア
を
主
体
的
に
読
み
解
く

②
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
活
用
す
る

③
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
す
る

こ
れ
ら
の
３
つ
を
構
成
要
素
と
し
た
複
合

的
な
能
力
を
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い

い
ま
す
。

「福生の変わりゆく街並みを残そう～スマートフォンのカメラ機能を使って～」目指せデジタルシニア！
　福生市公民館では、シニアの方が対象のスマホを活用した講座を実施しました。今年度は
初心者向けの内容で、スマホを安全に使う方法を習得した後、カメラ機能を使い福生の変わり
ゆく景色、このまま変わらずに残したい景色を撮影していきました。
　10 月 26 日（日）の三館合同の学習成果発表会では、講座に参加する前と参加した後の自身
の変化や写真を撮影した時の思いについて、一人ひとりが自分の言葉で発表をし、後半のグ
ループワークでは他のコースの内容を共有することで、同じテーマでの講座であってもコー
スごとにアプローチのやり方が違っていたことに気付き、三館それぞれの講座のエッセンス
を持ち帰ることができました。

▲ 実際に撮影した写真（牛浜駅）

▲実際に撮影した 写真

左： 富士見 通り 　右：産業道路

▲ フィールドワークの様子

男
女
共
同
参
画
講
演
会
に
向
け
て
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同
時
開
催

　

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、そ

れ
ぞ
れ
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
現
状
を
知
っ
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、独
立
行
政

法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
か
ら
借
用

し
た『
男
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共
同
参
画
統
計
学
習
パ

ネ
ル
』を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
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く
だ
さ
い
。

【
日
時
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月
30
日（
金
）〜
２
月
10
日

（
火
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前
９
時
〜
午
後
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時
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月
曜
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休
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・
最
終
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は
午
後
５

時
ま
で
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合
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民
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松
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分
館　

☎
５

５
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３
６
２
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男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

昨年度の展示パネル

◆
本
館
コ
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受
講
者
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14
名
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【
講
師
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特
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活
動
法
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ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
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機
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ポ
ー
タ
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５
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○
講
座
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様
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天
候
に
も
恵
ま
れ
た
第
５
回
目
に
14
名

の
参
加
者
が
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
さ
く
ら
会
館
を
中
心
に
近
所
へ
撮
影

に
行
き
ま
し
た
。Ｓ
＆
Ｄ
た
ま
ぐ
ー
福
生

中
央
図
書
館
や
茶
室
福
庵
周
辺
、
牛
浜
駅

周
辺
、
福
生
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園
や
福
生
第
三
小
学
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周

辺
、
そ
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て
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道
16
号
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並
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を

撮
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し
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た
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を
加
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Ｌ
Ｉ

Ｎ
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で
共
有
す
る
な
ど
、
ス
マ
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ス
キ
ル

の
向
上
を
実
感
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し
た
。

○
参
加
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声
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楽
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学
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す
る
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ま
し

た
。
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。
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。
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す
。
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会
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ザ
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Ｎ
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ォ
ン
で
自
由
に
写
真
を
撮
っ
て
み
た

後
、
景
色
を
三
分
割
で
捉
え
る
な
ど
の
撮

影
の
コ
ツ
を
聞
き
、
景
観
重
要
資
源
の
熊

川
分
水
や
庭
先
の
大
松
な
ど
各
々
が
気
に

な
る
景
色
の
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
熊
川

神
社
や
石
川
酒
造
ま
で
行
き
ま
し
た
。
歩

い
て
出
か
け
て
み
る
こ
と
で
、
改
め
て
歴

史
あ
る
わ
が
街
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
声

・
ス
マ
ホ
に
す
ご
い
情
報
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

・
ス
マ
ホ
の
色
々
な
機
能
に
つ
い
て
の
理
解

が
進
み
ま
し
た
。
今
回
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ

が
写
真
で
し
た
が
、
基
礎
編
で
学
習
し
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
み
を
取
り
上
げ
て
も
知
ら
な

い
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
今
後
と

も
色
々
な
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
て
、

講
座
を
継
続
し
て

開
催
願
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
〜
メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ
い
方
〜
」
と

題
し
、
男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
公
民
館

と
協
働
推
進
課
が
共
催
で
２
月
８
日
に
開

催
し
ま
す
。

　

開
催
に
向
け
て
、
福
生
市
が
発
行
し
て

い
る
「
福
生
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

（
第
６
期
）」
よ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
に

あ
る
“メ
デ
ィ
ア„
に
つ
い
て
福
生
市
の

現
状
に
も
触
れ
な
が
ら
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
４
つ
の
主
要
課
題
が
設
定

さ
れ
、
そ
の
内
の
主
要
課
題
第
１
「
男
女

共
同
参
画
社
会
形
成
へ
の
意
識
づ
く
り
等

の
推
進
」
の
具
体
的
な
取
組
の
主
要
事
業

と
し
て
、

①
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
啓
発

②
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
の
発
行

③
男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ
た
市
刊
行
物

　

発
行
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及

④
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
普
及
・
啓
発

⑤
法
律
や
制
度
の
理
解
の
促
進

⑥
行
動
計
画
の
周
知

を
挙
げ
て
お
り
、
今
年
度
の
講
演
会
で
の

テ
ー
マ
と
し
た
他
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
市
民
の
意
識
を
深
め
理
解
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

上
段
の
円
グ
ラ
フ
は
令
和
６
年
度
の
男

女
共
同
参
画
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
作
成
し
た
も
の
で
、
参
加
者
の
「
男
女

共
同
参
画
」
に
対
す
る
認
知
度
や
意
識
の

変
化
が
伺
え
ま
す
。

　

本
誌
に
よ
り
、
関
心
の
高
い
方
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ま
だ
知
ら
な
い
市
民
の
皆

様
に
も
本
事
業
の
周
知
や
参
加
を
促
す
こ

と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
な
ど
デ
ジ
タ

ル
社
会
が
発
達
し
、
膨
大
な
情
報
が
あ
ふ

れ
る
現
代
社
会
で
、
ど
う
す
れ
ば
必
要
な

情
報
と
出
会
え
る
の
か
、
み
ん
な
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
情
報
と
は

何
か
、
主
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ

い
方
を
知
る
た
め
、
ぜ
ひ
男
女
共
同
参
画

講
演
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

①
メ
デ
ィ
ア
を
主
体
的
に
読
み
解
く

②
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
活
用
す
る

③
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
す
る

こ
れ
ら
の
３
つ
を
構
成
要
素
と
し
た
複
合

的
な
能
力
を
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い

い
ま
す
。

「福生の変わりゆく街並みを残そう～スマートフォンのカメラ機能を使って～」目指せデジタルシニア！
　福生市公民館では、シニアの方が対象のスマホを活用した講座を実施しました。今年度は
初心者向けの内容で、スマホを安全に使う方法を習得した後、カメラ機能を使い福生の変わり
ゆく景色、このまま変わらずに残したい景色を撮影していきました。
　10 月 26 日（日）の三館合同の学習成果発表会では、講座に参加する前と参加した後の自身
の変化や写真を撮影した時の思いについて、一人ひとりが自分の言葉で発表をし、後半のグ
ループワークでは他のコースの内容を共有することで、同じテーマでの講座であってもコー
スごとにアプローチのやり方が違っていたことに気付き、三館それぞれの講座のエッセンス
を持ち帰ることができました。

▲ 実際に撮影した写真（牛浜駅）

▲実際に撮影した 写真

左： 富士見 通り 　右：産業道路

▲ フィールドワークの様子

男
女
共
同
参
画
講
演
会
に
向
け
て
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◆
本
館

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

歌
謡
曲
や
童
謡
、ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
、聴

き
な
じ
み
の
あ
る
曲
を
中
心
と
し
た
小
編

成
の
管
楽
器
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

生
演
奏
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
を
気
軽
に
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】２
月
８
日（
日
）午
後
２
時
〜
３
時

【
場
所
】さ
く
ら
会
館
ホ
ー
ル

【
定
員
】

  

先
着
40
人
（
空
き
が
あ
れ
ば
当
日

受
付
も
可
）

【
出
演 

】

  

福
生
吹
奏
楽
団

【
曲
目
】「
線
路
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」　

　
　
　
「
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」

　
　
　
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」 

ほ
か

【
申
込
み
】

  

受
付
中
。オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

ま
た
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間

に
、
公
民
館
公
民
館
係
☎
５
５
２
・
２
１

１
８
へ
。

◆
本
館

　

東
京
大
空
襲
パ
ネ
ル
展

　

昭
和
20
年
３
月
10

日
、
こ
の
日
は
東
京

が
米
軍
の
Ｂ
29
爆
撃

機
に
よ
り
大
空
襲
を

受
け
た
日
で
、
東
京

東
部
は
焼
け
野
原
と

化
し
、
10
万
人
以
上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
展
で
は
、
狩
野
光
男
氏
が

描
く
絵
画
20
枚
を
展
示
、
説
明
文
と
と
も

に
東
京
大
空
襲
の
悲
惨
さ
を
伝
え
ま
す
。

 

ま
た
、
３
月
８
日（
日
）午
後
０
時
30
分

よ
り
「
朗
読
サ
ー
ク
ル
わ
か
ば
」に
よ
る

読
み
語
り
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】①
パ
ネ
ル
展　
２
月
22
日（
日
）か
ら

３
月
15
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
10
時

（
月
曜
日
休
館
・
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

②
読
み
語
り　
３
月
８
日（
日
）午
後
０
時
30
分

【
場
所
】①
パ
ネ
ル
展
示
及
び
②
読
み
語
り

と
も
に
、
市
民
会
館
公
民
館
展
示
ス
ペ
ー
ス

※

申
込
み
不
要
。直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
公
民
館
公
民
館
係
☎
５
５
２
・

２
１
１
８
へ
。

◆
松
林
分
館

　

パ
パ
マ
マ
対
象
講
座

ど
う
す
る
育
休
明
け
の
復
職

　

保
育
園
入
園
に
向
け
、
お
子
さ
ま
へ
の

想
い
、
仕
事
と
家
事
の
両
立
体
制
や
パ
ー

ト
ナ
シ
ッ
プ
な
ど
、
復
職
に
関
す
る
準
備

や
悩
み
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
交
流
の

場
と
し
て
い
き
ま
す
。

【
日
時
】２
月
25
日（
水
）、
３
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

【
場
所
】  

松
林
分
館
保
育
室

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
で
育
休
復
帰
の

予
定
ま
た
は
検
討
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦

【
定
員
】
先
着
10
組　

※

お
ひ
と
り
や
親

子
で
の
参
加
も
可

【
講
師
】
野
﨑
聡
司
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
多
摩
支
部
代
表
）

【
申
込
み
】
２
月
４
日
（
水
）
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
、
ま
た
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で
の
間
に
、
公
民
館
松
林
分
館
☎
５

５
２
・
３
６
２
４
へ
。

◆
白
梅
分
館

　

熊
川
分
水
に
親
し
む
講
座

　
　
〜
熊
川
分
水
の
こ
れ
か
ら
〜

　

地
域
遺
産
で
あ
る
熊
川
分
水
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

市
内
を
流
れ
る
熊
川
分
水
の
成
り
立
ち

や
熊
川
村
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
、

熊
川
分
水
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
る
こ
と

で
、そ
の
魅
力
を
実
感
で
き
る
講
座
で
す
。

　

熊
川
分
水
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
・
場
所
】（
全
４
回
）

 

・
２
月
15
日(

日)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

座
学（
白
梅
分
館
）

・
２
月
22
日(

日)

午
前
10
時
〜
正
午

　

熊
川
分
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
３
月
８
日(

日)

午
前
10
時
〜
正
午

　

熊
川
分
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
３
月
15
日(

日)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

座
学（
白
梅
分
館
）

【
定
員
】
先
着 

20 

人

【
講
師
】
熊
川
分
水
に
親
し
む
会
（
公
民
館

サ
ー
ク
ル
）

【
申
込
み
】受
付
中
。オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、ま

た
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間

に
、公
民
館
白
梅
分
館

☎
５
５
３
・
３
４
５
４
へ
。

公民館サークル登録数（令和 8年 1月１日現在）　本館…82 団体　松林分館…42 団体　白梅分館…31 団体

公
民
館
講
座
の
ご
案
内

オンライン申請は
こちらから

オンライン申請は
こちらから

オンライン申請は
こちらから


